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巻
頭
言

巻
頭
言

「
貧
困
と
飢
餓
」
撲
滅
を
め
ざ
し
た
農
林
水
産
業
技
術
開
発
推
進
の
四
十
年

理
事
長
　
飯
山
　
賢
治
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世
界
で
最
も
権
威
の
あ
る
総
合
学
術
雑
誌
の
ひ
と
つ
、

N
atu
re

は
最
近
の
複
数
の
号
で
、
飢
餓
・
栄
養
不
足
の

現
状
、
食
料
安
全
保
障
、
農
業
関
係
技
術
の
課
題
及
び

気
候
変
動
と
農
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
幅
広
く
、
数

多
く
の
論
文
及
び
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

今
年
の
六
月
に
国
連
が
出
版
し
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
年
次
報
告
」
で
、
「
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
」
に
お

か
れ
て
い
る
人
口
の
半
減
と
い
う
目
標
達
成
期
限
を
五

年
後
に
控
え
た
今
日
、
ア
フ
リ
カ
及
び
南
ア
ジ
ア
の
国
々

で
は
半
減
ど
こ
ろ
か
増
加
さ
え
し
て
い
る
と
の
デ
ー
タ

を
示
し
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
国
連
は
九
月

下
旬
の
国
連
総
会
の
議
題
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
直

前
に
各
国
首
脳
に
よ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　（
独
）国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー（
J
I
R
C
A
S
）

の
前
身
、
農
林
省
（
当
時
）
熱
帯
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

（
T
A
R
C:

熱
研
）
は
、
恵
ま
れ
た
気
象
条
件
や
土
壌

条
件
が
あ
り
な
が
ら
農
業
生
産
性
が
低
く
「
貧
困
と
飢

餓
」
に
あ
え
ぐ
東
南
ア
ジ
ア
の
開
発
途
上
地
域
に
、
我

が
国
の
進
ん
だ
農
業
技
術
を
開
発
途
上
地
域
に
適
応
し

た
技
術
と
し
て
、
開
発
途
上
地
域
の
研
究
者
、
技
術
者
、

政
府
機
関
及
び
農
民
と
と
も
に
開
発
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
一
九
七
〇
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
熱
研
の

研
究
者
の
多
く
は
十
分
と
は
言
え
な
い
研
究
設
備
と
快

適
と
は
と
て
も
言
え
な
い
生
活
環
境
の
下
で
、
時
に
は

政
情
不
安
で
共
同
研
究
の
実
施
自
体
が
危
機
的
な
状
況

に
お
か
れ
る
中
で
、
着
実
に
共
同
研
究
を
進
め
、
東
南

ア
ジ
ア
の
開
発
途
上
地
域
に
適
合
し
た
農
林
水
産
技
術

を
開
発
し
、
農
林
水
産
業
生
産
性
を
飛
躍
的
に
発
展
さ

せ
る
基
盤
づ
く
り
と
人
材
育
成
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
も
あ
っ
て
、
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
年

次
報
告
」
で
も
東
南
ア
ジ
ア
の
開
発
途
上
地
域
で
は
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
第
一
課
題
「
極
度
の
貧
困
と

飢
餓
の
半
減
」
は
す
で
に
達
成
し
た
か
、
ほ
ぼ
達
成
す

る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
私
共
熱

研
か
ら
J
I
R
C
A
S
の
活
動
も
寄
与
し
て
い
る
と
自

負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
気
候
的
要

因
に
加
え
、
人
為
的
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
要
因
も
加
わ

り
、
食
料
価
格
の
激
し
い
全
世
界
的
高
騰
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
二
〇
〇
八
年
五
月
に
横
浜

で
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議（
T
I
C
A
D

IV
）、
七
月
に

G
8
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
の
農

業
生
産
性
の
飛
躍
的
向
上
の
た
め
、
ア
フ
リ
カ
地
域
に

適
合
し
た
農
業
技
術
開
発
研
究
の
推
進
が
先
進
諸
国
の

農
業
研
究
者
、技
術
者
の
課
題
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
「
ア
フ
リ
カ
稲
作
振
興
の
た
め
の
共
同
体
」

（
C
A
R
D
）が
設
置
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
ま
で
の
十
年

間
で
ア
フ
リ
カ
で
の
稲
作
を
倍
増
す
る
と
い
う
国
際
的

枠
組
み
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
J
I
R
C
A
S
は
、

こ
の
C
A
R
D
に
運
営
会
議
メ
ン
バ
ー
と
し
て
積
極
的

な
役
割
を
果
た
す
と
共
に
、
当
時
進
行
中
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
を
組
替
え
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の
経
験

と
成
果
を
も
と
に
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
ニ
ー
ズ
と
気
象
、

土
壌
条
件
及
び
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
農
村
に
適
合
し
た
農

業
技
術
の
開
発
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
一
年
か
ら
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
第

三
期
中
期
計
画
は
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
や
農
村
活
性

化
も
見
据
え
た
総
合
的
な
研
究
開
発
を
進
め
、
農
業
は

川
上
（
森
林
）
か
ら
川
下
、
さ
ら
に
海
洋
ま
で
つ
な
が

る
生
態
系
の
中
で
一
体
的
に
発
展
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

を
肝
に
据
え
た
農
林
水
産
業
技
術
開
発
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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一
九
七
〇
年
の
熱
帯
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー（
T
A
R
C
 : 

熱
研
）

設
立
か
ら
国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー（
J
I
R
C
A
S
）

へ
の
改
組
を
経
て
、
本
年
で
四
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
我
が
国
の
農
林
水
産
業
の
状
況
は
も
と
よ
り
、

世
界
の
農
林
水
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
も
大
き
く
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
設
立
時
の
理
念
や
こ
れ
ま
で
の
活
動
の

変
遷
を
振
り
返
っ
て
、
今
後
の
J
I
R
C
A
S
の
活
動
の

将
来
方
向
に
つ
い
て
展
望
し
ま
す
。

研
究
者
の
個
別
派
遣
に
よ
る
問
題
解
決

　
一
九
七
〇
年
に
熱
研
が
設
立
さ
れ
た
背
景
に
は
、
一
九

六
二
年
の
海
外
技
術
協
力
事
業
団
の
設
立
を
契
機
と
し
た
、

海
外
農
業
技
術
協
力
の
発
展
・
拡
大
が
あ
り
ま
す
。
熱
帯
・

亜
熱
帯
地
域
に
あ
る
農
業
技
術
協
力
の
対
象
国
の
農
業
に

つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
、
知
見
の
集
積
が
重
要
で
あ
る

と
の
認
識
が
醸
成
さ
れ
、
約
五
年
に
及
ぶ
検
討
、
準
備
の

期
間
を
経
て
、
熱
研
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
国
内

の
農
業
に
問
題
を
抱
え
る
我
が
国
が
、
海
外
の
農
業
技
術

に
つ
い
て
ま
で
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た

疑
問
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
開
発
途
上
地
域
へ
の
農
業
技

術
協
力
の
重
要
性
や
将
来
に
お
け
る
我
が
国
の
食
料
供
給

へ
の
貢
献
な
ど
の
使
命
の
重
要
さ
に
つ
い
て
理
解
が
得
ら

れ
、
発
足
に
至
り
ま
し
た
。

　
発
足
当
時
は
、
研
究
職
四
十
三
名
の
勢
力
で
、
個
々
の

研
究
者
が
熱
帯
・
亜
熱
帯
の
現
場
で
解
決
す
べ
き
専
門
分

野
の
問
題
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
て
い
く
と
い
う
研
究
の
手

法
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
研
究
員
の
ほ
と
ん
ど

が
長
期
（
二
│

三
年
）
に
現
場
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
設
立
数
年
後
に
は
、
農
業
開
発
協
力
事
業
の
拡

充
に
対
応
し
て
、
複
数
の
専
門
分
野
の
異
な
る
研
究
者
が

共
同
し
て
問
題
解
決
に
あ
た
る
研
究
方
式
が
開
始
さ
れ
、

一
九
七
五
年
に
は
、
生
産
技
術
体
系
組
立
研
究
の
た
め
の

経
営
経
済
的
な
視
点
を
備
え
た
体
制
も
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
冷
戦
構
造
の
変
化
と
食
料
価

格
の
低
迷
か
ら
、
農
業
開
発
協
力
の
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
、

ま
た
、
受
益
国
も
一
部
の
新
興
工
業
化
地
域
と
後
発
開
発

途
上
国
の
間
で
格
差
が
拡
大
し
、
技
術
開
発
の
対
象
が
地

域
ご
と
に
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
各
地
域

の
農
業
事
情
や
研
究
体
制
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
の
体
制

が
強
化
さ
れ
、
ま
た
、
新
た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
チ
ー

ム
に
よ
る
現
地
研
究
（
長
期
派
遣
者
）
と
国
内
で
の
基
盤

的
支
援
研
究
と
の
連
携
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
定
員
も
徐
々

に
拡
充
さ
れ
、
一
九
九
三
年
に
は
研
究
職
一
〇
六
名
と
、

発
足
時
の
倍
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

J
I
R
C
A
S
の
設
立
と
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
国
連
環
境
開
発
会
議
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
や
持
続
的
発
展

の
重
要
性
が
叫
ば
れ
、
農
林
水
産
業
研
究
の
分
野
で
も
よ

り
広
域
か
つ
長
期
的
で
学
際
的
な
視
野
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
一
九
九
三
年
、

熱
帯
・
亜
熱
帯
地
域
以
外
の
開
発
途
上
地
域
（
例
え
ば
、

中
国
東
北
部
、
南
米
高
緯
度
地
域
、
中
央
ア
ジ
ア
）
か
ら

の
研
究
協
力
の
要
請
に
応
え
る
と
と
も
に
、
食
料
供
給
、

生
態
系
維
持
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
水
産
業
部

門
を
加
え
た
J
I
R
C
A
S
が
発
足
し
ま
し
た
。
外
部
機

関
と
の
連
携
を
重
視
し
た
専
門
分
野
を
網
羅
し
た
組
織
を

備
え
る
一
方
で
、
個
別
研
究
分
野
の
融
合
に
よ
る
新
た
な

技
術
の
創
出
や
社
会
経
済
的
視
点
を
重
視
し
た
総
合
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
方
式
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
な
ど
の
国
内
中
心
に
基
礎
的
研

究
を
行
い
、
開
発
途
上
国
の
技
術
水
準
を
向
上
さ
せ
る
と

い
う
役
割
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　
総
合
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
は
、
別
枠
で
予
算
が
確

保
さ
れ
、
徐
々
に
J
I
R
C
A
S
の
活
動
の
中
心
に
な
り

ま
し
た
が
、
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
性
格
は
様
々
で
し

た
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
と
水
産
生
態
系
の
関
係
を
さ
ぐ
る

林
水
連
携
の
汽
水
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
相
手
国
で
の
多
分

野
の
研
究
活
動
の
有
機
的
連
携
を
め
ざ
す
中
国
食
料
資
源

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
南
米
の
三
カ
国
に
ま
た
が
る
広
域
的
な

研
究
協
力
を
め
ざ
す
南
米
大
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
な

新
た
な
類
型
の
活
動
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
J
I
R
C
A
S
は
、
ま
た
、
国
際
農
業
研
究
協
議
グ
ル

ー
プ
傘
下
の
国
際
研
究
機
関
や
国
際
協
力
事
業
団
等
の
関

係
機
関
と
の
連
携
を
重
視
し
、
研
究
者
の
派
遣
や
研
究
施

設
の
活
用
等
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ

り
、
国
際
的
な
知
名
度
も
上
昇
し
ま
し
た
。

中
期
計
画
に
よ
る
自
律
的
な
研
究
実
施

　
二
〇
〇
一
年
に
は
、
国
の
行
政
改
革
に
よ
り
国
立
研
究

機
関
の
多
く
が
独
立
行
政
法
人
と
な
り
、
J
I
R
C
A
S

特  集特  集 JIRCASの40年JIRCASの40年



5 JIRCAS NEWS  2010.10  No.60JIRCAS NEWS  2010.10  No.60

熱研-JIRCASの常勤役職員数の推移

も
事
業
実
施
の
自
主
性
、
自
律
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
第
一
期
中
期
目
標
・
計
画
（
二
〇
〇
一
│

〇

五
年
度
）
で
は
、
研
究
の
継
続
性
を
重
視
し
、
独
法
化
以

前
の
セ
ン
タ
ー
の
研
究
基
本
計
画
が
踏
襲
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
え
て
、
長
期
派
遣
を
核
と
す
る

個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
類
型
が
新
た
に
導
入
さ
れ
、

研
究
期
間
を
限
定
し
た
成
果
追
求
型
の
研
究
手
法
が
模
索

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
、
一
九
九
九
年
に
は
、
新
た
な
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
開
発
途
上
地
域
へ
の

農
業
技
術
協
力
の
農
業
政
策
上
の
位
置
づ
け
が
明
確
に
さ

れ
る
と
と
も
に
、
二
〇
〇
〇
年
国
連
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
に
よ
り
、
貧
困
と
飢
餓
の
半
減
等
の
人
類
共
通
の
目

標
が
強
く
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
農
林
水
産
技
術
会
議
も
二

〇
〇
三
年
、
「
国
際
農
業
研
究
の
推
進
方
針
│

食
料
・
環
境

問
題
の
解
決
を
目
指
し
た
日
本
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
決
定

し
、
地
球
公
共
財
と
し
て
の
研
究
成
果
を
世
界
に
発
信
し

て
地
球
規
模
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
と
い
う
新
た
な
考

え
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
一
方
、
農
林
水
産
業
分
野
の
国

際
協
力
と
国
内
産
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
情
勢
を
踏
ま
え
た
的
確
な
研
究

活
動
、
独
立
行
政
法
人
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
た

め
の
体
制
等
に
つ
い
て
の
内
部
検
討
（
研
究
戦
略
）
が
す

す
め
ら
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
に
よ
る
研
究
推
進
の
必

要
性
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
第
二
期
の
中
期
目
標
・
計

画
（
二
〇
〇
六
│

一
〇
年
度
）
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
研
究

活
動
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
責
任
の
も
と
で
推
進

す
る
体
制
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
期
間
内
で
達
成
す
べ
き
目

標
を
明
確
に
し
、
年
度
ご
と
の
工
程
・
予
算
執
行
管
理
を

綿
密
に
行
い
、
さ
ら
に
成
果
を
評
価
す
る
仕
組
み
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
中
期
計
画
は
、
研
究
分
野
を
超
え
た
大
き

な
研
究
の
出
口
（
研
究
問
題
・
大
課
題
）
で
括
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
に
は
、
旧
緑
資

源
機
構
の
海
外
農
業
開
発
業
務
を
承
継
し
、
研
究
成
果
の

現
地
実
証
調
査
を
行
え
る
体
制
と
な
り
、
現
場
の
問
題
解

決
へ
の
対
応
力
が
充
実
し
ま
し
た
。

活
動
の
将
来
方
向

　
近
年
の
世
界
の
農
林
水
産
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、
二
〇
〇

八
│

〇
九
年
の
食
料
価
格
高
騰
と
そ
の
後
の
金
融
危
機
で
見

ら
れ
た
よ
う
に
、
農
産
物
市
場
の
一
層
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
不
安
定
化
が
進
行
す
る
と
と
も
に
、
気
候
変
動
・
生
物

多
様
性
へ
の
農
林
水
産
分
野
か
ら
の
対
応
な
ど
新
た
な
研

究
課
題
も
具
体
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
、
飢
餓
や
貧

困
の
解
消
、
水
資
源
や
土
壌
の
劣
化
な
ど
の
旧
来
の
課
題

も
出
口
が
見
え
な
い
状
況
で
す
。
さ
ら
に
、
国
内
で
は
、

行
政
刷
新
の
取
り
組
み
や
財
政
状
況
の
悪
化
を
う
け
て
、

以
前
に
も
ま
し
て
透
明
で
効
率
的
な
事
業
運
営
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
納
税
者
へ
の
説
明
責
任
と
い
う
点
で
は
、

研
究
開
発
も
例
外
で
は
な
く
、
国
民
に
わ
か
り
や
す
い
活

動
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
第
三
期
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
（
二

〇
一
一
│

一
五
年
度
）
で
は
、
J
I
R
C
A
S
の
個
々
の
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
発
途
上
地
域
の
ど
の
よ
う
な
課
題

を
対
象
に
し
て
、
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る
の
か
と
い
う
位

置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
農
林
水
産
技
術
会
議
で

決
定
さ
れ
た
農
林
水
産
研
究
基
本
計
画
を
踏
ま
え
た
も
の

で
す
。
こ
れ
に
J
I
R
C
A
S
の
も
う
一
つ
の
業
務
で
あ

る
農
林
水
産
業
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
に
つ
い
て

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
加
え
た
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
│
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
体
制
」
に
よ
っ
て
、
よ
り
透
明
で
効
果
的
な
研
究
活
動

が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
・
開
発
途
上
地
域
の
土
壌
、
水
、
生
物
資
源
等
の
持
続

　
　
的
な
管
理
技
術
の
開
発

　
・
熱
帯
等
の
不
安
定
環
境
下
に
お
け
る
農
作
物
等
の
生

　
　
産
性
向
上
・
安
定
生
産
技
術
の
開
発

　
・
開
発
途
上
地
域
の
農
林
漁
業
者
の
所
得
・
生
計
向
上

　
　
と
、
農
山
漁
村
活
性
化
の
た
め
の
技
術
の
開
発

　
J
I
R
C
A
S
は
、
個
別
派
遣
の
時
代
か
ら
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
の
導
入
期
を
経
て
、
全
て
の
活
動
を
世
界
の

農
林
水
産
業
問
題
と
結
び
つ
け
、
最
も
効
果
的
に

J
I
R
C
A
S
の
役
割
を
発
揮
で
き
る
体
制
を
整
備
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
変
わ
ら
な
い
理
念
は
、
現
場
で

お
互
い
の
研
究
者
の
顔
が
見
え
、
長
期
に
わ
た
る
信
頼
関

係
に
根
ざ
し
た
対
等
な
共
同
研
究
の
実
施
で
す
。
今
後
も

不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
さ
ら
に
効
果
的
な
研
究
方
式
を
模

索
し
続
け
ま
す
。
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熱
帯
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
発
足
時
の
組
織

　
一
九
七
〇
年
六
月
に
熱
帯
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー（
T
A
R
C
 

: 

熱
研
）
が
東
京
都
北
区
西
ヶ
原
を
本
所
と
し
て
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
設
置
の
主
な
目
的
は
、
①
開
発
途
上
国
（
そ
の

大
部
分
が
熱
帯
ま
た
は
亜
熱
帯
に
位
置
す
る
）
の
食
料
増

産
等
の
農
林
業
振
興
に
必
要
な
技
術
を
開
発
す
る
、
②
我

が
国
の
試
験
研
究
領
域
の
拡
大
と
研
究
水
準
の
向
上
に
資

す
る
（
国
内
農
業
技
術
の
開
発
の
た
め
に
必
要
な
研
究
を

熱
帯
現
地
で
行
う
）
、
と
さ
れ
ま
し
た
。
発
足
時
に
は
、

所
長
以
下
、
企
画
調
査
室
、
庶
務
課
、
会
計
課
、
研
究
部
、

沖
縄
支
所
の
一
室
二
課
一
部
一
支
所
の
組
織
体
制
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
発
足
当
初
は
、
主
た
る
研
究
の
場
を
海

外
に
お
き
、
研
究
者
を
在
外
研
究
員
と
し
て
長
期
間
出
張

し
て
研
究
に
従
事
さ
せ
る
と
い
う
業
務
の
進
め
方
を
す
る

と
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
沖
縄
支
所
は
、
当
初
、
石
垣
島
の
琉
球
農
業
試

験
場
八
重
山
支
場
構
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
は

未
だ
沖
縄
の
復
帰
以
前
で
あ
り
、
設
置
に
あ
っ
て
は
大
変

な
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
沖
縄
支
所
は
、
亜
熱
帯
の

立
地
条
件
を
活
か
し
て
熱
研
の
設
置
目
的
で
あ
る
熱
帯
農

林
業
研
究
の
推
進
の
一
翼
を
担
う
べ
く
設
置
さ
れ
た
の
で

す
が
、
同
時
に
沖
縄
農
業
の
振
興
に
も
寄
与
す
る
よ
う
配

慮
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
支
所
は
、
復
帰
後
の

一
九
七
五
年
六
月
に
現
在
地
に
施
設
整
備
の
上
、
移
転
し

ま
し
た
。

総
合
研
究
の
開
始
と
筑
波
移
転

　
発
足
時
に
は
、
本
所
の
研
究
部
で
は
、
個
別
の
研
究
課

題
に
対
し
て
研
究
員
が
海
外
出
張
す
る
方
式
で
研
究
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
専
門
分
野
の
異
な
る
研
究
者
が
連
携

分
担
し
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
一
九

七
四
年
に
は
異
分
野
研
究
の
連
携
・
調
整
を
行
う
総
合
研

究
官
を
設
置
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
一
九
七
五
年
に
は
「
生

産
技
術
体
系
組
立
研
究
」
を
開
始
し
、
そ
れ
を
担
う
組
織

と
し
て
、
研
究
第
二
部
が
設
置
さ
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
と
中

南
米
で
の
体
系
組
立
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
一
九
七
〇
年
代
前
半
か
ら
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
の
建

設
が
始
ま
り
、
熱
研
は
農
林
水
産
省
所
管
の
研
究
機
関
と

し
て
は
筑
波
移
転
の
第
一
号
機
関
と
さ
れ
、
一
九
七
五
年

よ
り
移
転
作
業
に
移
り
、
一
九
七
七
年
に
筑
波
に
移
転
が

完
了
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
一
九
八
三
年
に
は
、
農
林
水
産

省
所
管
の
研
究
機
関
の
組
織
再
編
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、

熱
研
は
、
筑
波
内
で
、
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

情
報
収
集
分
析
機
能
の
強
化

　
筑
波
移
転
時
に
は
、
大
き
な
組
織
体
制
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
O
D
A
の
伸

び
等
の
途
上
国
援
助
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
な
変
化
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
応
し
、
海
外
の
農
林
業
技
術

に
関
す
る
情
報
収
集
分
析
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
一
九

八
五
年
に
、
調
査
情
報
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
途

上
国
に
特
有
の
課
題
解
決
に
必
要
な
基
盤
的
研
究
を
強
化

す
る
た
め
、
一
九
八
七
年
に
は
基
盤
研
究
部
を
、
一
九
八

八
年
に
は
環
境
資
源
利
用
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
前
者
は
、

干
ば
つ
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
耐
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
家
畜
疾

病
の
基
礎
研
究
な
ど
を
、
後
者
は
、
土
壌
保
全
や
ア
グ
ロ

フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の
研
究
な
ど
を
担
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
、
熱
研
の
研
究
員
は
大
半
が
海
外
に
出
て
い
る
と
い

う
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
以
降
、
海
外
で
の
研
究
を

支
援
す
る
た
め
に
主
に
国
内
で
実
施
す
る
研
究
も
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
の
改
組

　
熱
研
設
立
後
二
十
年
あ
ま
り
が
経
過
し
、
国
際
化
の
進

展
や
地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
顕
在
化
な
ど
、
世
界
の
農

林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、

旧
ソ
連
の
崩
壊
な
ど
に
よ
っ
て
、
中
央
ア
ジ
ア
な
ど
熱
帯

圏
以
外
の
開
発
途
上
国
も
誕
生
し
ま
し
た
。
従
来
の
熱
研

は
、
熱
帯
・
亜
熱
帯
の
開
発
途
上
地
域
の
農
林
業
を
研
究

対
象
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
情
勢
に
対
応
し
、

研
究
対
象
地
域
を
熱
帯
・
亜
熱
帯
に
属
す
る
地
域
及
び
そ

の
他
開
発
途
上
に
あ
る
海
外
の
地
域
に
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
重
要
な
水
産
業
の
研
究
開
発
も
含

め
て
、
一
九
九
三
年
十
月
に
旧
熱
研
を
改
組
し
、
国
際
農

林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
（
J
I
R
C
A
S
）
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　
J
I
R
C
A
S
は
、
所
長
以
下
、
企
画
調
整
部
、
総
務

部
、
海
外
情
報
部
、
生
物
資
源
部
、
環
境
資
源
部
、
生
産

利
用
部
、
畜
産
草
地
部
、
林
業
部
、
水
産
部
、
沖
縄
支
所

の
九
部
一
支
所
の
組
織
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ

の
体
制
は
、
農
林
水
産
業
全
方
位
の
研
究
協
力
、
途
上
国

特  集特  集 JIRCASの40年JIRCASの40年
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に
特
有
の
問
題
に
関
す
る
専
門
研
究
の
深
化
、
共
同
研
究

の
推
進
、
社
会
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
導
入
な
ど
の
考
え

方
で
組
織
さ
れ
た
も
の
で
す
。

独
立
行
政
法
人
化
と
現
在

　
二
〇
〇
一
年
に
は
、
農
林
水
産
省
の
所
管
す
る
研
究
機

関
は
一
機
関
を
除
き
、
全
て
独
立
行
政
法
人
に
移
行
し
ま

し
た
。
こ
の
際
、
J
I
R
C
A
S
も
独
法
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
独
法
と
は
、
公
共
上
の
見
地
か
ら
確
実
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
な
事
務
・
事
業
で
あ
っ
て
、
国
が
自
ら
主

体
と
な
っ
て
直
接
に
実
施
す
る
必
要
の
な
い
も
の
の
う
ち
、

民
間
の
主
体
に
ゆ
だ
ね
た
場
合
に
は
必
ず
し
も
実
施
さ
れ

な
い
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
を
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
法
人
で
す
。
独
法
は
、
所
管
の

大
臣
よ
り
五
年
間
の
中
期
目
標
を
提
示
さ
れ
、
そ
の
目
標

を
達
成
す
る
べ
く
中
期
計
画
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
ま
す
。

J
I
R
C
A
S
の
独
法
移
行
時
に
は
、
理
事
長
、
理
事
、

監
事
な
ど
の
役
員
を
お
い
た
他
、
海
外
情
報
部
を
国
際
情

報
部
に
、
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
研
究
の
強
化
等
の
た
め
環

境
資
源
部
と
生
産
利
用
部
を
生
産
環
境
部
と
食
料
利
用
部

に
改
組
し
た
、
九
部
一
支
所
の
組
織
体
制
で
第
一
期
の
運

営
を
行
い
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
六
年
か
ら
の
第
二
期
中
期
目
標
期
間
で
は
、
問

題
解
決
型
の
分
野
横
断
的
研
究
を
重
視
し
、
従
前
の
部
制

度
を
廃
し
、
従
来
の
各
研
究
部
は
研
究
領
域
と
し
て
、
沖

縄
支
所
は
熱
帯
・
島
嶼
研
究
拠
点
と
し
て
再
編
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
主
体
の
組
織
と
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
立
案
機
能
の
強
化
と
社
会
科
学
研
究
強
化
の
た
め
、

国
際
情
報
部
等
を
研
究
戦
略
調
査
室
と
国
際
開
発
領
域
に

再
編
し
ま
し
た
。
な
お
、
二
〇
〇
六
年
よ
り
職
員
の
身
分

を
非
公
務
員
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
に
は
、

旧
緑
資
源
機
構
の
海
外
調
査
業
務
を
承
継
し
、
新
た
に
研

究
成
果
の
実
用
化
な
ど
を
担
う
領
域
と
し
て
農
村
開
発
調

査
領
域
を
新
設
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
熱
研
発
足
以
来
の
四
十
年
を
振
り
返
る

と
、
地
球
環
境
問
題
や
開
発
途
上
地
域
の
飢
餓
・
貧
困
問

題
、
我
が
国
を
含
め
た
食
料
安
全
保
障
の
問
題
な
ど
、
開

発
途
上
地
域
の
農
林
水
産
業
研
究
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
り
、
そ
れ
は
組
織
や
対
象
地
域
・
領
域
の
変
遷
に
反

映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
間
、
本
所
に
つ
い

て
は
、
一
度
も
研
究
室
制
を
と
ら
ず
、
一
貫
し
て
フ
ラ
ッ

ト
で
機
動
的
な
組
織
体
制
を
と
っ
て
来
た
こ
と
が
、
熱
研
・

J
I
R
C
A
S
を
通
じ
た
組
織
運
営
の
特
徴
と
言
え
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
踏
ま
え
、
今
後
と

も
、
私
た
ち
J
I
R
C
A
S
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
の
重
要

性
を
重
く
受
け
止
め
、
効
率
化
に
も
十
分
に
配
慮
し
つ
つ
、

日
本
国
民
の
期
待
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。熱研・JIRCASの組織の変遷



8JIRCAS NEWS  2010.10  No.60JIRCAS NEWS  2010.10  No.60

　
J
I
R
C
A
S
で
は
、
毎
年
度
の
主
要
な
研
究
成
果

を
「
国
際
農
林
水
産
業
研
究
成
果
情
報
」
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
『
現
地
へ
の
適
応
性

が
高
く
、
研
究
対
象
地
域
に
普
及
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
成
果
』
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
二
〇
〇
七

年
度
ま
で
に
報
告
さ
れ
た
十
八
課
題
に
つ
い
て
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
行
い
、
普
及
・
活
用
状
況
を
三
段

階
評
価
し
ま
し
た
（
二
〇
〇
九
年
度
実
施
。
活
用
度
の

高
い
も
の
か
ら
A
、
B
、
C
で
評
価
。
）
。
そ
の
結
果
、

十
八
課
題
中
A
ラ
ン
ク
七
課
題
、
B
ラ
ン
ク
八
課
題
、

C
ラ
ン
ク
三
課
題
で
し
た
。
A
ラ
ン
ク
の
課
題
例
と
し

て
は
、
二
〇
〇
三
年
度
発
表
の
「
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
を
利

用
し
た
代
替
飼
料
」
が
ベ
ト
ナ
ム
・
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で

普
及
・
指
導
し
た
農
家
の
八
十
八
％
で
定
着
・
活
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
B
ラ
ン
ク
及
び
C
ラ
ン
ク
の
課
題
に

つ
い
て
は
、
普
及
活
動
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
要
因

等
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
過
去
の
研
究
成
果
か
ら
選
ん
だ
五
成
果
を
本
誌
の
次

ペ
ー
ジ
以
降
に
集
録
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
以
外
に
も
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
新
し
い
成
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
燃
料
ブ
ロ
ッ
ク
技
術

　
モ
ン
ゴ
ル
国
に
お
い
て
、
在
来
技
術
で
あ
る
家
畜
の

糞
を
固
め
た
燃
料
ブ
ロ
ッ
ク
技
術
を
、
未
利
用
資
源
で

あ
る
石
炭
粉
を
混
ぜ
て
改
良
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
普

及
を
図
る
た
め
行
政
が
仲
介
す
る
普
及
シ
ス
テ
ム
を
考

案
し
実
証
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
資
源
の
活
用

が
評
価
さ
れ
、
同
国
ウ
ブ
ル
ハ
ン
ガ
イ
県
年
度
計
画
「
二

〇
〇
九
年
度
の
経
済
と
社
会
開
発
の
基
本
方
針
」
で
本

シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
、
今
年
度
は
県
内
十
八
の
ソ
ム

（
郡
）
の
う
ち
十
二
の
ソ
ム
（
郡
）
で
燃
料
ブ
ロ
ッ
ク

の
普
及
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
牧
民

の
補
助
燃
料
と
し
て
燃
料
ブ
ロ
ッ
ク
が
定
着
す
る
こ
と

に
よ
り
、
森
林
保
護
に
も
有
効
な
対
策
と
な
る
も
の
で

す
（
前
号
No.
59
の
P.
14
に
詳
述
）
。

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
お
け
る
肉
用
牛
飼
養
標
準

　
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
を
対
象
と
し
た
家
畜
飼
養
技
術
の

高
度
化
を
め
ざ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
二
〇
〇

八
年
に
タ
イ
語
版
肉
用
牛
飼
養
標
準
、
二
〇
〇
九
年
に

タ
イ
語
版
栄
養
試
験
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
二
〇

一
〇
年
に
英
語
版
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
お
け
る
肉
用
牛

飼
養
標
準
な
ら
び
に
飼
料
資
源
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
第
一

版
を
出
版
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
肉
用
牛
生
産
技
術
の

現
場
へ
の
普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
本
共
同
研
究
に
対

し
、
二
〇
一
〇
年
に
タ
イ
・
コ
ン
ケ
ン
大
学
よ
り
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

円
盤
状
の
農
家
向
け
水
利
用
計
画
ツ
ー
ル

　
タ
イ
東
北
部
の
天
水
農
業
地
域
で
は
、
た
め
池
が
養

魚
池
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
み
で
、
た
め
池
の
水
の
野

菜
な
ど
へ
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
の

ひ
と
つ
に
、
数
カ
月
先
の
水
利
用
計
画
を
立
て
る
こ
と

の
難
し
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、J
I
R
C
A
S

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
、
た
め
池
水
量
変
化
、

野
菜
、
家
畜
の
水
消
費
量
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
水
利

用
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
円
盤
状
の
農
家
向
け

ツ
ー
ル
（
タ
イ
語
）
を
開
発
し
ま
し
た
。
農
家
の
モ
ニ

タ
ー
調
査
に
お
い
て
良
好
な
評
価
を
得
て
お
り
、
普
及

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
　

　 

企
画
調
整
部
企
画
評
価
室
長
　
加
納
　
健

特  集特  集 JIRCASの40年JIRCASの40年

研
究
成
果
の
活
用
・
普
及
状
況

研
究
成
果
の
活
用
・
普
及
状
況

40t
h Anniversary40t
h Anniversary

途上国の現場で活きる研究成果

タイ・コンケン大学からの
感謝状授与式

（2010年7月19日）

水利用円盤ツール
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生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
の
第
十
回
締
約
国
会

議
が
名
古
屋
で
今
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

遺
伝
資
源
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
作
物
の
品
種
改
良
の
た
め
に
は
、
基
盤
と
な
る
遺
伝

資
源
が
重
要
で
あ
り
、
開
発
途
上
地
域
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
多
様
な
在
来
品
種
は
貴
重
な
遺
伝
資
源
で
す
。
し

か
し
在
来
品
種
は
、
急
速
に
近
代
品
種
と
置
き
換
わ
り

つ
つ
あ
り
、
消
失
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
在
来

品
種
の
保
存
と
評
価
に
関
す
る
研
究
は
急
務
の
課
題
で

す
。
そ
こ
で
中
国
雲
南
省
の
イ
ネ
遺
伝
資
源
研
究
を
中

心
に
、
遺
伝
資
源
の
利
用
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
と
雲
南
省
と
の
イ
ネ
遺
伝
資
源
に
関
す
る
共
同

研
究
は
一
九
八
二
年
に
始
ま
り
、
双
方
の
七
〇
〇
品
種

あ
ま
り
の
遺
伝
資
源
を
交
換
し
ま
し
た
。
雲
南
省
に
導

入
さ
れ
た
日
本
品
種
は
、
優
良
品
種
開
発
の
母
本
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
中
国
品
種
と
日
本

品
種
と
の
雑
種
の
後
代
か
ら
、
新
し
い
水
稲
一
五
品
種

が
開
発
さ
れ
、
「
日
中
合
作
系
統
」
に
由
来
す
る
「
合

系
」
と
い
う
品
種
名
が
上
に
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
「
合

系
」
品
種
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
雲
南
省
全

体
の
稲
作
面
積
の
二
〇
％
を
超
え
る
二
〇
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
水
田
に
広
く
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
四
川
省
や
湖
南
省
の
一
部
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
こ
の
遺
伝
資
源
交
換
に
よ
っ
て
日
本
に
導
入

さ
れ
た
雲
南
省
品
種
は
、
冷
害
や
病
気
に
対
す
る
抵
抗

性
の
改
良
や
、
米
品
質
多
様
化
の
た
め
の
素
材
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
や
東
北
地
方
の
品
種
は
、

世
界
的
に
も
冷
涼
な
環
境
条
件
下
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、

強
い
耐
冷
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
雲
南
省

在
来
品
種
の
研
究
に
よ
っ
て
、
日
本
品
種
よ
り
は
る
か

に
強
い
耐
冷
性
の
品
種
が
多
く
見
い
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
デ
ン
プ
ン
の
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
が
低
い
米

は
、
光
沢
が
あ
っ
て
粘
り
の
強
い
ご
は
ん
に
な
り
ま
す
。

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
よ
り
美
味
し
い
と
い
う
人
気
の
あ
る

「
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
」
と
い
う
日
本
品
種
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
人
為
的
に
誘
発
し
た
低
ア
ミ
ロ
ー
ス
性

の
突
然
変
異
を
利
用
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。
私

は
、
こ
の
品
種
の
開
発
を
担
当
し
た
後
、
雲
南
省
の
共

同
研
究
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
驚
い
た
の
は
、
省

南
部
の
焼
畑
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
陸
稲
の
中
に
は
、
多

様
な
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
を
も
つ
多
く
の
在
来
品
種
が

存
在
し
、
少
数
民
族
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
す
。

　
私
た
ち
は
、
貴
重
な
遺
伝
資
源
を
消
失
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
世
界
の
食
料
生
産
の
安
定
の
た
め
に
有
効
利
用

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
遺
伝
資
源
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
関
係
国
の
知
的
所
有
権
を
め
ぐ
る
問
題
も
あ
り

ま
す
。
冒
頭
に
述
べ
た
、
生
物
多
様
性
条
約
の
締
約
国

会
議
に
向
け
て
、
遺
伝
資
源
の
利
用
と
利
益
配
分
に
関

す
る
ル
ー
ル
作
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　 

企
画
調
整
部
企
画
評
価
室
　
伊
勢
　
一
男

中
国
雲
南
省
に
お
け
る
耐
冷
・
耐
病
・
多
収
水
稲
品
種
の
開
発

中
国
雲
南
省
に
お
け
る
耐
冷
・
耐
病
・
多
収
水
稲
品
種
の
開
発

40t
h Anniversary40t
h Anniversary

左側は、低温条件下でも盛んに開花し
ている、中国雲南省の高度耐冷性の在
来イネ品種「麗江新団黒谷」の穂です。
（撮影：伊勢一男、

　　　　 中国雲南省農業科学院耐冷性検定施設）

右側は水稲品種「合系35号」です。「合系」は「日中合作
系統」に由来します。多収・良質で、耐冷性が強いという
評価を受けています。

（撮影：伊勢一男、中国雲南省昆明市）

途上国の現場で活きる研究成果
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生
産
環
境
領
域
　
　
藤
井
　
秀
人

マ
レ
ー
シ
ア
・
ム
ダ
地
区
で
の
水
稲
二
期
作
技
術
の
開
発

マ
レ
ー
シ
ア
・
ム
ダ
地
区
で
の
水
稲
二
期
作
技
術
の
開
発
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途上国の現場で活きる研究成果

　
マ
レ
ー
シ
ア
の
ム
ダ
農
業
開
発
庁（M

uda A
gricultural 

D
evelopm

ent A
uthority  : 

Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
）
と
熱
帯
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｃ : 

熱
研
）・
国
際
農
林
水
産

業
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）
は
、
一
九
七
〇

年
の
熱
研
創
設
以
来
、
三
十
年
余
り
の
共
同
研
究
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。

　
マ
レ
ー
半
島
の
西
海
岸
に
面
す
る
ム
ダ
灌
漑
地
区
（
灌

漑
面
積
九
万
六
千
ha
）
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
最
大
の
水
田

稲
作
地
帯
で
あ
り
、
世
界
銀
行
の
融
資
に
よ
り
一
九
六

〇
年
代
後
半
に
プ
ヅ
ダ
ム
（
貯
水
容
量
約
九
億
ト
ン
）

と
ム
ダ
ダ
ム
（
貯
水
容
量
約
一
億
ト
ン
）
の
二
つ
の
ダ

ム
と
灌
漑
地
区
の
用
排
水
路
網
が
建
設
さ
れ
、
一
九
七

〇
年
か
ら
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
が
灌
漑
地
区
の
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
に
位
置
す
る
ム
ダ
灌
漑

地
区
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
最
初
の
本
格
的
な
水
稲
二

期
作
地
帯
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
天
水
稲
作
の
経
験

し
か
な
い
地
区
に
水
稲
二
期
作
技
術
を
定
着
し
安
定
化

す
る
た
め
に
、
熱
研
の
多
く
の
研
究
者
が
現
場
で
発
生

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
熱
研
・

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
か
ら
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
に
派
遣
さ
れ
た
研
究
者

は
長
期
在
外
研
究
員
だ
け
で
も
四
十
名
程
度
に
達
し
て

い
ま
す
。
三
十
年
余
の
共
同
研
究
で
は
水
稲
二
期
作
の

安
定
化
の
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
に
よ
る
研
究
が

い
く
つ
も
実
施
さ
れ
、
熱
研
・
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
多
く

の
研
究
者
の
努
力
と
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
の
技
術
者
等
の
協
力
に

よ
り
水
稲
一
作
地
帯
で
あ
っ
た
ム
ダ
地
区
に
安
定
的
な

稲
の
二
期
作
が
普
及
し
ま
し
た
。
共
同
研
究
期
間
中
に

生
じ
た
い
く
つ
か
の
問
題
と
対
応
策
を
以
下
に
紹
介
し

ま
す
。

　
二
期
作
が
普
及
す
る
に
従
い
、
第
一
作（
三
月
〜
八
月
）

の
灌
漑
水
の
不
足
、
イ
ネ
ツ
ン
グ
ロ
病
の
大
発
生
な
ど

が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
熱
研
の
研
究
者
等
は
、
長
距

離
の
田
越
灌
漑
（
田
の
水
を
溢
れ
さ
せ
て
次
の
田
に
水

を
送
る
潅
漑
法
）
に
よ
る
灌
漑
水
量
の
無
駄
と
、
作
期

の
周
年
化
が
原
因
で
あ
る
と
し
、
三
次
水
路
の
建
設
と

一
カ
月
間
の
休
耕
期
間
を
設
け
る
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
は
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
対
策
を
実
施
し
た

結
果
、
水
不
足
の
改
善
や
ツ
ン
グ
ロ
病
の
解
決
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
貢
献
に
つ
い
て
は
ケ
ダ
州
の
首

長
か
ら
熱
研
の
研
究
者
が
二
名
、
勲
章
を
授
与
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
当
時
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
農
林
大
臣
賞
や

農
業
土
木
学
会
上
野
賞
な
ど
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
ム
ダ
地
区
で
は
労
働
力

不
足
が
背
景
と
な
り
、
田
植
に
代
わ
り
直
播
栽
培
が
急

激
に
普
及
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
直
播
栽
培
の
普

及
に
よ
り
稲
の
苗
立
不
良
と
雑
草
繁
茂
に
よ
る
収
量
低

下
が
問
題
と
な
り
水
稲
直
播
栽
培
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
稲
栽
培
、
雑
草
、
水
管
理
、
農
業
経

営
、
農
業
機
械
の
五
分
野
の
研
究
者
が
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
に
派

遣
さ
れ
問
題
解
決
に
あ
た
り
ま
し
た
。
苗
立
改
善
に
は

田
面
均
平
の
改
善
、
圃
場
内
排
水
溝
の
設
置
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
改
善
策
の
効
果
を
実
証
し
、

目
標
と
す
る
五
ト
ン
/
ha
を
達
成
に
必
要
な
田
面
の
均

平
度
や
簡
易
な
圃
場
排
水
溝
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

 

圃場内排水溝の有無による直播圃場の苗立改善効果の実証試験

トラクタにリアバケットを装着した方法による田面均平改善試験
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領
域
　
マ
ー
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ー
・
ワ
イ
ル
ダ
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農
家
向
け
の
エ
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養
殖
技
術
の
開
発

東
南
ア
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ア
零
細
農
家
向
け
の
エ
ビ
養
殖
技
術
の
開
発
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途上国の現場で活きる研究成果

　
J
I
R
C
A
S
水
産
領
域
で
は
、
大
型
淡
水
エ
ビ
（
オ

ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
 M

acrobrachium
 rosenbergii

）
な

ど
の
水
産
上
有
用
エ
ビ
類
を
用
い
、
成
熟
や
脱
皮
に
関

す
る
生
理
学
的
基
礎
研
究
及
び
養
殖
へ
の
応
用
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
は
、
東
南
ア
ジ

ア
で
広
く
養
殖
さ
れ
て
お
り
、
特
に
ベ
ト
ナ
ム
・
メ
コ

ン
デ
ル
タ
地
域
に
お
け
る
重
要
な
養
殖
対
象
種
で
、
市

場
で
は
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
１
）
。
当

該
地
域
の
稲
作
農
家
は
、
副
収
入
を
得
る
た
め
に
水
田

で
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
を
育
て
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
技

術
が
非
効
率
的
で
あ
っ
た
た
め
に
大
き
な
収
入
源
と
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
我
々
は
、
オ
ニ
テ

ナ
ガ
エ
ビ
の
効
率
的
な
養
殖
技
術
を
開
発
し
、
こ
れ
を

稲
作
農
家
に
普
及
さ
せ
れ
ば
貧
困
状
態
に
あ
る
稲
作
農

家
の
収
入
が
増
加
し
、
生
活
水
準
を
改
善
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
メ
コ
ン
デ
ル
タ

地
域
の
淡
水
エ
ビ
養
殖
業
の
発
展
が
遅
れ
て
い
た
大
き

な
理
由
と
し
て
、
種
苗
の
安
定
供
給
が
実
現
さ
れ
な
か

っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
J
I
R
C
A
S

と
ベ
ト
ナ
ム
国
カ
ン
ト
ー
大
学
は
一
九
九
五
年
に
共
同

研
究
を
開
始
し
、
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
新
た
な
種
苗
生

産
技
術
の
開
発
及
び
そ
の
技
術
の
移
転
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　
我
々
は
、
稚
エ
ビ
生
産
の
際
に
、
従
来
の
清
水
交
換

式
に
代
え
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
（
飼
育

水
中
で
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
培
養
す
る
た
め
に
飼
育

水
が
緑
色
と
な
る
）
を
採
用
し
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
ウ

ォ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
で
は
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
最
南
部

に
あ
る
塩
田
か
ら
の
高
濃
度
塩
水
と
淡
水
を
混
ぜ
て
汽

水
と
同
じ
塩
分
濃
度
に
調
整
し
た
も
の
を
稚
エ
ビ
の
生

産
に
用
い
ま
す
。
同
時
に
、
淡
水
魚
の
テ
ィ
ラ
ピ
ア
を

収
容
し
た
別
の
水
槽
か
ら
ク
ロ
レ
ラ
（
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
の
一
種
）
を
得
て
、
こ
れ
を
稚
エ
ビ
生
産
用
の
水

槽
に
投
入
し
ま
す
。
ク
ロ
レ
ラ
は
飼
育
水
の
水
質
変
化

の
緩
衝
作
用
も
有
し
て
い
る
た
め
、
飼
育
水
を
交
換
せ

ず
に
稚
エ
ビ
が
変
態
す
る
ま
で
（
三
十
日
間
）
の
飼
育

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
飼
料
は
稲
作
農
家
で
も
自
作
可

能
な
カ
ス
タ
ー
ド
（
卵
黄
、
脱
脂
粉
乳
、
イ
カ
油
）
を

用
い
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
グ
リ
ー
ン
ウ

ォ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
と
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム
と
で
稚
エ

ビ
の
最
終
密
度
と
生
存
率
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
前
者

の
方
が
良
い
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
飼
育

水
の
交
換
が
不
要
な
た
め
に
労
働
力
も
削
減
さ
れ
、
小

規
模
な
稲
作
農
家
に
も
導
入
し
易
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
地
域
に
有
効

な
種
苗
生
産
技
術
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
カ
ン
ト
ー
大
学
で
各
省
の
関
係

者
及
び
民
間
人
を
対
象
と
し
た
実
践
研
修
を
行
い
、
本

技
術
の
移
転
・
普
及
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
新

た
に
公
営
ふ
化
場
と
民
間
ふ
化
場
、
合
わ
せ
て
九
十
カ

所
が
設
立
さ
れ
（
写
真
２
）
、
一
九
九
〇
年
代
と
比
べ
、

メ
コ
ン
デ
ル
タ
に
お
け
る
稚
エ
ビ
の
年
間
生
産
量
は
八

十
倍
（
八
〇
〇
〇
万
尾
）
に
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
本
研
究
は
、
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
淡
水
エ
ビ
養
殖
の

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
産
エ
ビ
の

養
殖
で
は
、中
南
米
原
産
の
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ（Litopenaeus 

vannam
ei

）の
養
殖
が
急
速
に
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の

集
約
的
養
殖
技
術
の
拡
大
に
伴
い
、
環
境
問
題
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
J
I
R
C
A
S
で
は
、

二
〇
〇
四
年
よ
り
、（
株
）ア
イ
・
エ
ム
・
テ
ィ
ー
、
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
養
殖
研
究
所
、
ヒ
ガ
シ
マ
ル（
株
）

と
の
共
同
研
究
で
こ
の
種
を
用
い
た
陸
上
閉
鎖
循
環
式

生
産
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
現
在
、
新
潟
県
妙
高
市
に

建
設
し
た
プ
ラ
ン
ト
で
商
業
規
模
の
養
殖
生
産
に
成
功

し
て
い
ま
す
。
こ
の
技
術
は
、
環
境
負
荷
が
低
く
、
立

地
条
件
を
問
わ
な
い
た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
を
含
む
諸
外

国
に
お
い
て
も
普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
将
来
の
世
界

的
な
水
産
資
源
の
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
下
、
我
々

は
今
後
も
持
続
可
能
な
エ
ビ
養
殖
産
業
の
実
現
に
向
け

た
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真1　オニテナガエビ
（撮影：マーシー・ワイルダー、

　　　  JIRCAS海外実験棟）

写真2　カントー省のタン・ファットふ化場
ふ化場のキャパシティーは40 m3 、
年種苗生産量は300～450万尾

（撮影：マーシー・ワイルダー、ベトナム・カントー市）
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国
際
開
発
領
域
　
古
家
　
淳 

世
界
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食
料
需
給
の
中
期
予
測
モ
デ
ル
の
開
発

世
界
の
食
料
需
給
の
中
期
予
測
モ
デ
ル
の
開
発

40t
h Anniversary40t
h Anniversary

途上国の現場で活きる研究成果

　
二
〇
一
〇
年
は
暑
い
日
が
続
き
、
都
心
で
は
気
温

三
〇
℃
以
上
の
真
夏
日
が
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
太
平
洋
の
中
部
赤
道
付
近
か
ら
ペ
ル
ー
沿
岸

に
か
け
て
の
海
域
で
、
海
面
の
水
温
が
低
下
す
る
ラ
ニ

ー
ニ
ャ
現
象
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ニ
ー
ニ
ャ

現
象
は
古
く
か
ら
見
ら
れ
ま
す
が
、
近
年
問
題
と
さ
れ

て
い
る
地
球
温
暖
化
が
海
面
の
水
温
に
影
響
を
与
え
、

異
常
気
象
を
招
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。
地
球

温
暖
化
が
異
常
気
象
に
対
し
て
抵
抗
力
の
弱
い
途
上
国

の
農
業
に
及
ぼ
す
影
響
の
分
析
は
、
急
を
要
し
ま
す
。

　
J
I
R
C
A
S
で
は
、
地
球
温
暖
化
が
農
業
に
及
ぼ

す
影
響
を
分
析
す
る
た
め
に
、
J
I
R
C
A
S
の
世
界

食
料
モ
デ
ル
に
改
良
を
施
し
、
気
温
と
降
水
量
の
変
化

が
食
料
市
場
に
与
え
る
影
響
の
把
握
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
収
穫
面
積
あ
た
り
の
生
産
量
が
、
開
花

期
の
気
温
と
降
水
量
、
及
び
品
種
改
良
な
ど
の
技
術
進

歩
か
ら
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
（
図
1
）
。

こ
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
I
P
C
C
（
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
が
公
表
し
て
い
る
、
社
会
経
済

シ
ナ
リ
オ
別
の
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
経
済
シ
ナ
リ
オ
は
、
大
き
く
分
け
て
A
1
、
B
1
、

A
2
、
B
2
の
四
つ
が
あ
り
、
A
1
（
A
1
B
）
シ
ナ

リ
オ
は
、
貿
易
自
由
化
が
進
み
高
い
経
済
成
長
が
実
現

す
る
も
の
で
、
人
口
は
あ
ま
り
増
加
し
ま
せ
ん
。
B
1

シ
ナ
リ
オ
は
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
が
進
み
、
経
済
成
長
率
と
人
口
増
加
率
が

A
1
シ
ナ
リ
オ
に
準
ず
る
も
の
で
す
。
A
2
シ
ナ
リ
オ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
貿
易
と
労
働
者
の
移
動
と
技
術

の
移
転
を
制
限
す
る
も
の
で
、
人
口
は
急
激
に
増
加
し

ま
す
。
B
2
シ
ナ
リ
オ
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
が
進
む
も
の
の
、
貿
易
、
労
働
移
動
、
技
術
移
転

が
制
限
さ
れ
る
も
の
で
、
経
済
成
長
率
と
人
口
増
加
率

は
B
1
シ
ナ
リ
オ
と
A
2
シ
ナ
リ
オ
の
中
間
に
位
置
し

ま
す
。

　
モ
デ
ル
の
分
析
例
を
一
つ
示
し
ま
し
ょ
う
。
図
2
は
、

中
国
の
コ
メ
の
生
産
量
の
予
測
値
を
社
会
経
済
シ
ナ
リ

オ
別
に
示
し
て
い
ま
す
。
A
2
シ
ナ
リ
オ
で
は
生
産
量

が
大
き
く
伸
び
、
二
十
年
間
で
二
〇
〇
〇
万
ト
ン
程
度

増
加
し
ま
す
が
、
B
2
シ
ナ
リ
オ
で
は
現
在
の
水
準
と

変
わ
り
ま
せ
ん
。
A
1
シ
ナ
リ
オ
や
B
1
シ
ナ
リ
オ
で

は
、
現
在
よ
り
も
生
産
量
が
二
十
年
間
で
一
〇
〇
〇
万

ト
ン
か
ら
二
〇
〇
〇
万
ト
ン
減
少
し
ま
す
。
こ
こ
で
、

気
温
と
降
水
量
の
予
測
値
は
、
ハ
ド
レ
ー
セ
ン
タ
ー
の

値
を
用
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
国
の
コ
メ
生
産
に

は
、
こ
れ
ら
の
気
候
に
関
わ
る
予
測
値
よ
り
も
、
人
口

と
経
済
成
長
の
予
測
値
が
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
基
本
予
測
に
関
わ
る
分
析
に
加
え
、

J
I
R
C
A
S
で
は
開
発
し
た
世
界
食
料
モ
デ
ル
を
も

と
に
、
気
温
と
降
水
量
の
将
来
の
変
動
と
地
域
間
の
相

関
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
ら
気
候
変
数
の
デ
ー
タ
を
ラ
ン

ダ
ム
に
一
五
〇
組
作
成
し
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
に
挿
入
し

て
生
産
量
や
価
格
の
変
動
の
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
〇
〇
年
先
の
食
料
需
給
の
予
測
が
可
能
な
、

長
期
予
測
モ
デ
ル
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

図１　世界食料モデルの作物セクターのフローチャート図2　IPCCシナリオ別の中国のコメ生産量
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企
画
調
整
部
企
画
評
価
室
　
松
本
　
成
夫

現 

農
研
機
構
東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
　
岡
　
　
三
徳

タ
イ
に
お
け
る
高
収
量
、高
で
ん
粉
キ
ャ
ッ
サ
バ
品
種
の
開
発

タ
イ
に
お
け
る
高
収
量
、高
で
ん
粉
キ
ャ
ッ
サ
バ
品
種
の
開
発

40t
h Anniversary40t
h Anniversary

途上国の現場で活きる研究成果

　
キ
ャ
ッ
サ
バ
は
、
ど
ん
な
作
物
だ
と
思
い
ま
す
か
？

私
た
ち
の
背
丈
を
超
え
て
木
に
育
つ
キ
ャ
ッ
サ
バ
は
、

根
に
大
き
な
芋
を
つ
け
ま
す
。
キ
ャ
ッ
サ
バ
が
熱
帯
で

広
く
栽
培
さ
れ
る
の
は
、
で
ん
粉
作
物
と
し
て
生
産
が

高
く
、
他
の
作
物
が
生
育
困
難
な
ほ
ど
に
乾
燥
し
、
痩

せ
た
土
壌
環
境
で
も
、
安
定
し
た
生
産
が
可
能
な
た
め

で
す
。
で
ん
粉
作
物
の
生
産
で
は
、
イ
ネ
や
コ
ム
ギ
等

に
次
い
で
世
界
第
五
位
の
作
物
で
す
。
芋
と
で
ん
粉
は
、

食
用
や
家
畜
飼
料
、
工
業
の
加
工
原
料
に
ま
で
広
い
用

途
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
で
は
、
一
九
七
〇
年
頃
か
ら
キ
ャ
ッ
サ
バ
の
栽

培
が
広
が
り
、
一
九
八
〇
年
に
は
一
〇
〇
万
ha
に
達
し
、

年
間
生
産
量
も
一
五
〇
〇
万
t
に
増
え
ま
し
た
。
生
産

の
増
大
と
と
も
に
、
タ
イ
の
生
育
環
境
に
適
応
し
た
新

品
種
開
発
が
開
始
さ
れ
、
J
I
R
C
A
S
も
こ
の
研
究

に
関
わ
り
ま
し
た
。

　
一
九
八
〇
〜
一
九
八
七
年
に
、
J
I
R
C
A
S
（
当

時
、
熱
帯
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）
は
、
三
名
の
研
究
職

員
を
タ
イ
王
国
農
業
協
同
組
合
省
農
業
局
の
畑
作
研
究

所
に
長
期
派
遣
し
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
新
品
種
の
育
成
と
特

性
評
価
、
栽
培
法
の
改
善
に
つ
い
て
共
同
研
究
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、国
際
熱
帯
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー（
C
I
A
T
）

の
品
種
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
連
携
・
協
力
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
J
I
R
C
A
S
は
、
特
に
、
品
種

の
選
抜
法
の
開
発
、
栽
培
法
の
評
価
、
生
理
特
性
の
解

明
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、R

ay
on
g
 
60

な
ど
優
良
品
種
が
示
す
高
収
量
や
高
で
ん
粉
性
と
関
連

し
た
早
期
肥
大
性
、
草
型
な
ど
の
生
育
特
性
や
生
理
形

質
特
性
が
解
明
さ
れ
、
新
品
種
育
成
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
タ
イ
で
育
成
さ
れ
た
高
収
量
、
高
で
ん

粉
の
特
性
を
有
す
る
優
良
品
種
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
、

R
ayong 3

、R
ayong 5

、R
ayong 60

とR
ayong 90

が
あ
り
ま
す
。
タ
イ
国
内
の
キ
ャ
ッ
サ
バ
平
均
収
量
は

一
三
〜
一
五
t
/
ha
、
デ
ン
プ
ン
含
有
率
二
〇
%
未
満

で
し
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、R

ay
on
g

品
種
シ
リ
ー

ズ
が
総
面
積
の
五
〇
%
を
超
え
て
栽
培
さ
れ
、
さ
ら
に

R
ayong 60

とR
ayong 90

が
普
及
の
基
幹
品
種
と
な
る

と
、
そ
の
平
均
収
量
は
二
三
t
/
ha
、
で
ん
粉
含
有
率

は
二
三
%
に
も
向
上
し
ま
し
た
。
現
在
、
タ
イ
の
総
生

産
量
は
三
〇
〇
〇
万
t
、
世
界
第
二
位
の
生
産
国
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
在
来
品
種
が
栽
培
さ
れ

た
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
比
べ
て
、
近
年
の
収
量
向
上

は
著
し
く
、
高
収
量
、
高
で
ん
粉
の
新
品
種
育
成
と
管

理
技
術
の
開
発
は
、
五
〇
%
以
上
の
収
量
向
上
を
通
じ

て
地
域
経
済
へ
の
大
き
な
貢
献
と
な
り
ま
し
た
。

　
タ
イ
で
の
成
果
は
、
ベ
ト
ナ
ム
や
中
国
の
育
種
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
栽
培
技
術
に
も
活
用
さ
れ
、
こ
こ
で
も
顕
著

な
面
積
拡
大
と
収
量
向
上
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。
ア
ジ

ア
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
サ
バ
の
増
産
は
、
今
後
の
ア
ル
コ

ー
ル
生
産
に
も
新
た
な
利
用
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

タイのキャッサバ農家の収穫の様子
（撮影 ： 松本成夫）

タイにおけるキャッサバ生産の変異

キ
ャ
ッ
サ
バ
生
産
量（
1
0
0
万
t）
、キ
ャ
ッ
サ
バ
収
量（
t/
ha
）

キ
ャ
ッ
サ
バ
収
穫
面
積（
1
0
0
万
ha
）
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○JIRCAS研究者の今をFM電波とネットラジオでお届け

　平成22年4月より毎週土曜日、つくば市に住む・働く・学ぶ方々が交流・相談・助
け合うためのコミュニティ・プラットフォーム「ラヂオつくば」の電波に乗せて、
JIRCAS職員が海外での調査・研究活動を紹介しつつ、その過程で「見た、聞いた、
体験した」ことを全24回にわたりお届け致しました。
　24人の出演者は収録スタジオでヘッドホンをつけた瞬間、緊張と戸惑いを隠
せない感じでしたが、そこはさすが海外で働く研究者、すぐに自分のペースを取り
戻していました。そして徐々にエンジンがかかると、とても15分では語りつくせ
ない内容の濃いものになり、時には脱線しなかなか本題に戻れない事もしばしば。
　放送は、サイマルラジオ（インターネットラジオ）を通して、全国・全世界に配信し、
オランダの聴取者よりお便りを頂くなど、JIRCASの活動を広くアピールできま
した。
　JIRCASにはまだまだ個性的な研究者が数多く在籍しております。またの機会
に放送できることを楽しみにしております。今回、放送致しました全24回は、JIRCAS・
WEBサイト（http://www.jircas.affrc.go.jp/index.sjis.html）より聴取でき
る予定ですので、是非、お聞きになってください。

JIRCAS の動き

 放送回 役職・所属 出演者  サブタイトル

 第1回 企画調整部 中谷　誠 JIRCAS　ご存じですか？

 第2回 理事長 飯山　賢治 途上国に学ぶ

 第3回 畜産草地領域 鳥山　和伸 モンゴル草原の牧畜と砂漠化を止める知恵

 第4回 農村開発調査領域 大須賀　公郎 西アフリカ・サヘル地方で働く男たち

 第5回 研究戦略調査室 高木　洋子 西アフリカのソウルフード：ヤム芋

 第6回 国際開発領域 山田　隆一 ベトナムとラオスの農業・農村

 第7回 生物資源領域 山中　直樹 ブラジルとサッカーと大豆

 
第8回 水産領域

 前野　幸男 
山の中で養殖したエビのお話

   マーシー・ワイルダー  

 第9回 利用加工領域 吉橋　忠 東南アジアのお米たち

 第10回 理　事 安中　正実 食べ物、酒などの文化

 第11回 企画調整部 伊敷　弘俊 アンデスの芋と生物多様性

 第12回 林業領域 田淵　隆一 マングローブの森

 第13回 熱帯・島嶼研究拠点 江川　宜伸 熱帯・島嶼研究拠点とは

 第14回 熱帯・島嶼研究拠点 山中　愼介 果物の王と女王の故郷（ふるさと）

 第15回 熱帯・島嶼研究拠点 南雲　不二男 土壌劣化とその復元

 第16回 熱帯・島嶼研究拠点 小堀　陽一 ミカンの病気と付き合ってますが何か？

 第17回 生産環境領域 飛田　哲 雑草の帯が砂漠化を防ぎ土を肥やす：サヘルの農業

 第18回 国際開発領域 銭　文佳 食生活の変化と食料需給の話

 第19回 生物資源領域 福田　善通 アフリカのネリカ米といもち病

 第20回 生産環境領域 林　慶一 アフリカの土を作物が栽培しやすいように改良するための技術を語る15分

 第21回 農村開発調査領域 松原　英治 サッカーのパラグアイでの植林の話

 第22回 研究戦略調査室 小山　修 研究戦略調査室の仕事

 第23回 企画調整部 松本　成夫 窒素の冒険（窒素循環）

 
第24回 企画調整部 中谷　誠

 いよいよ最終回！これまでの23回を振り返りつつ、Season2に

    期待をよせる楽屋落ち

放送一覧

○タイ・コンケン大学農学部からJIRCASに感謝状が授与されました

　2010年7月19日、タイ王国コンケン大学農学部から、JIRCASに対して、長年の共同研究への感謝状が授与されました。
JIRCASはこれまで、コンケン大学と、畑作物の研究や天水農業の技術開発、家畜飼養技術開発、農業経営研究など多様な分野で
の共同研究を進めてきました。今回、これらの研究の成果とともに、人材育成面でも共同研究が果たした役割を評価頂いた結果です。
授与式典には、Anan Polthanee農学部長をはじめ、農学部の全学科長の臨席の下、JIRCASからは企画調整部長他が出席し、
感謝状を頂きました（写真はP.8参照）。
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○アフリカ稲作振興のための共同体（Coalition for African Rice Development：CARD）サテラ

　イトセミナー「CARDにおける最新の業績と新たな挑戦（Current Achievement and Emerging 

　Challenges in CARD）」の開催

○スーダン科学技術大臣がJIRCASをご訪問

　平成22年10月8日、Eisa Boshra Hamidスーダン科学技術大臣がＪＩＲＣＡＳ
を訪問されました。訪問にはEisa Ibrahim ElGaaliスーダン科学技術省長官他
3名が同行されました。
　飯山理事長が研究所の概要を説明し、ＤＶＤビデオによりＪＩＲＣＡＳ研究紹介を
行うとともに、質問にもお答えしました。

○「タイ科学技術博覧会2010」への出展

　タイ科学技術省主催「タイ科学技術博覧会（Thailand National Science and Technology Fair 2010）」が、8月
7～22日の16日間（9：00～20：00）、バンコク市内のバイテック（BITEC：Bangkok International Trade and Exhibition 
Centre）で開催されました。本博覧会にJIRCASは今年もタイで共同研究を実施中の研究内容の展示を中心に参加しました。来場
者数は約130万人（昨年は約130万人）で、JIRCASブースでは、特に実物展示（エビ）が人気を集めていました。8月9日の開会
式典では、タイ王室のシリントーン王女が来場され、JIRCASブースにもお立ち寄り頂き、JIRCASのタイにおける活動を王女に説明
する機会を得ました。

JIRCAS の動き
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JIRCAS職員から説明を受けるシリントーン王女（中央） 

（写真提供：博覧会事務局）

　タンザニア国アルーシャ市で開催された第3回CARD
総会に先立ち、平成22年5月17日、アフリカにおける稲
作の推進に伴う制度的あるいは技術的な課題等について
最新の話題を取り上げ、同総会の関係者が各方面におけ
るこれまでの最新業績と今後の意欲的な努力目標に関す
る情報交換を行うことを目的として、CARDの主要メン
バーであるJIRCASの企画・主催によるセミナーを開催
しました。
　飯山理事長による開会の辞に続き、セッション1では稲
作の普及に関する社会経済的な側面からの分析を中心に4名の研究者等から、また、セッション2では稲作の技術開発に関する分析を
中心に4名の研究者等から話題提供が行われた後、それぞれパネル形式で会場の参加者との間で議論が行われました。最後に、
モンティ・ジョーンズFARA（アフリカ農業研究フォーラム）事務局長がセミナー全体の議論を総括して閉会の辞を述べました。

○インドネシア科学技術大臣がJIRCASをご訪問

　平成22年10月5日、Suharna Supranataインドネシア科学技術大臣がＪＩＲＣＡＳを訪問されました。訪問にはインドネシア
Andalas大学のEdison Munaf教授他2名が同行されました。
　飯山理事長が研究所の概要を説明し、ＤＶＤビデオによりＪＩＲＣＡＳ研究紹介を行いました。バイオエタノール生産について研究
担当者が研究紹介を行うとともに、質問にもお答えしました。



JIRCAS 
 NEWS
JIRCAS 
 NEWS

独立行政法人
国際農林水産業研究センター
独立行政法人
国際農林水産業研究センター

〒305-8686
茨城県つくば市大わし1-1
TEL 029-838-6313  FAX 029-838-6316
http://www.jircas.affrc.go.jp/index.sjis.html

〒305-8686
茨城県つくば市大わし1-1
TEL 029-838-6313  FAX 029-838-6316
http://www.jircas.affrc.go.jp/index.sjis.html

ジルカスニュース 2010.10ジルカスニュース 2010.10

No.60No.60




